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  本学は、昭和２５年に道立の医科系大学として創立されて以来、社会情勢の変化や道民の

ニーズの多様化に対し的確に応え、道民が誇れる国際水準の研究を行う大学として、地域の

医療、保健、福祉の向上と充実に多大な貢献を行ってきた。 

  本学の公立大学法人としての新たな出発にあたり、建学の精神のもと、地域との多様な連

携を進めるため、本学の先端的領域での基礎および臨床研究に関する情報や成果を広く地域

に還元すること、また本学の研究や臨床に関する「知」の集積を活用することにより、地域

における将来の様々なニーズに対応することなどを基本理念として、このポリシーを策定す

る。 

                                                             
１ 社会貢献の推進 

 ・ 道や道内の市町村の医療・保健・福祉等の政策形成を支援する 

 ・ 地域ニーズ（健康増進、子育て支援、人材育成等）の収集および調査などを積極的に  

行う。 

 ・ 本学の専門的な知識や技術を地域の様々な機関や団体活動に活かせるよう場の設定と   
拡大を行う。 

                                                             
２ 情報発信の推進 

 ・ 本学の研究データや研究成果の活用を図るため、地域住民をはじめ各種メディアに対  

し積極的な公表や情報提供を行う。 

                                                             
３ 地域連携に対する大学の取り組み 

 ・ 地域社会との連携を可能にする組織や制度の充実を図る。 

  ・ 知的財産の創出、取得、活用の推進のため、組織体制の充実を図る。 

  ・ 地域連携による成果を活かし、発展させるための組織体制の充実を図る。 

                                                             
４ 必要に応じた見直し 

  ・  地域連携の取り組みの検証などを踏まえた本ポリシーの見直しを行う。 

 

 

  
 


